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令和２年度に係る業務の実績に関する評価結果 
国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学 

 

１ 全体評価 

 
北陸先端科学技術大学院大学は、豊かな学問的環境の中で世界水準の教育と研究を行い、

科学技術創造により次代の世界を拓く指導的人材を育成するとの理念を掲げ、先端科学技

術を担う大学院大学として、持続可能な地球社会の諸課題の解決に向けた基礎科学、応用

科学の探究や、社会のニーズを踏まえた研究開発等を目指している。第３期中期目標期間

においては、学内外の知を融合した新たな先端科学技術分野の創出と当該分野における世

界的な教育研究拠点の形成を推進するとともに、産業界等において世界的に活躍し得る「知

的にたくましい」人材の育成や社会的課題の解決、イノベーションの創出に貢献すること

を基本的な目標としている。 
この目標の達成に向け、学長のリーダーシップの下、既設のエクセレントコア２拠点の

特色を生かしつつ、より国際的かつ融合的な拠点となるよう発展的に改組し、新たな３拠

点を設置するとともに、研究成果のグローバルな発信を強化するなど、「法人の基本的な目

標」に沿って計画的に取り組んでいることが認められる。 
 

（「戦略性が高く意欲的な目標・計画」の取組状況について） 

第３期中期目標期間における「戦略性が高く意欲的な目標・計画」について、令和２年

度は主に以下の取組を実施し、法人の機能強化に向けて積極的に取り組んでいる。 
○ エクセレントコアのこれまでの研究成果やエクセレントコア推進本部のリサーチ・ア

ドミニストレーター（URA）による調査結果等を踏まえ、既設の２拠点について、それ

ぞれの拠点の特色を生かしつつ、より国際的かつ融合的な拠点となるよう発展的に改組

を行い、新たな３拠点（サイレントボイスセンシング国際研究拠点、サスティナブルマ

テリアル国際研究拠点、マテリアルズインフォマティクス国際研究拠点)を設置してい

る。これにより、令和２年度からは、既設の高信頼IoT社会基盤研究拠点（平成28年９月

設置）と合わせて４拠点体制となり、中期計画に定める「新たに２拠点を構築」を達成

している。（ユニット「卓越した国際的研究拠点・実証拠点（エクセレントコア）の構築」

に関する取組） 
○ 大学院博士後期課程学生に博士学位取得後の進路選択の幅を広げてもらうため、企業

と協働して「オンライン就活交流座談会for博士後期課程」を企画し、OB・OGとの交流

の場を設けている。令和２年度は新たに英語で実施する回も設け、日本で働く留学生の

OB・OGと日本での就職を希望する留学生との交流を図っている（参加者数：学内進学

希望の大学院博士前期課程学生３名、大学院博士後期課程学生13名）。（ユニット「知識

科学の方法論を用いた日本型イノベーションデザイン教育の実施や産業界との連携強化

によるイノベーション創出人材の輩出」に関する取組）  
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２ 項目別評価 

 

＜評価結果の概況＞ 
特 筆 

一定の 
注目事項 

順 調 
おおむね 
順調 

遅れ 
重大な 

改善事項 

（１）業務運営の改善及び効率化   ○    

（２）財務内容の改善   ○    

（３）自己点検・評価及び情報提供   ○    

（４）その他業務運営   ○    

 
 
 業務運営・財務内容等の状況                          

 
（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標                    

①組織運営の改善 ②教育研究組織の見直し ③事務等の効率化・合理化 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載16事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められること等を総合的に勘案したことによ

る。 
 
 
 
（２）財務内容の改善に関する目標                         

①外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加 ②経費の抑制 ③資産の運用管理の改善 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載６事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められること等を総合的に勘案したことによ

る。 
 
 
 
（３）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標           

①評価の充実 ②情報公開や情報発信等の推進 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載４事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められるとともに、下記の状況等を総合的に勘

案したことによる。 
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 令和２年度の実績のうち、下記の事項について注目される。 
  
○ 研究成果のグローバルな発信の強化 

優れた研究成果のグローバルな発信を強化することを目的に、海外向け学術記事投稿

サイトの利用を開始し、令和２年度に合計30件の投稿を行ったほか、記事のインパクト

を高めるとともに、教員の負担を軽減するため、研究論文を基に英語プレスリリース原

稿を作成するサービス「Impact Science」を学長裁量経費により導入している。大学総合

戦略室のIR部門において、研究力分析ツール「SciVal」の指標「Societal Impact」（オンラ

インメディアによる言及数）を分析した結果、令和２年の件数は282件であり、令和元年

と比べ6.4倍となっている。 
 
 
 

（４）その他業務運営に関する重要目標                       
①施設設備の整備・活用等 ②安全管理・危機管理 ③法令遵守 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載12事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められること等を総合的に勘案したことによ

る。 
 
 

 


